


ケトレーの統計学

高 橋 政 明

A.ケトレー1)は，統計学に関して三つの主著

をのこした。『人間について』 (1835), 『確率理

論についての書簡』 (1846)及び『社会体系論』

(1848戸がそれである。本稿では，最初の 『人

間について』を取り上げる。ところで，ケトレー

の著作のなかで，彼の存命中から今日に至るま

で最も多く取り上げられたのは，この「人間に

ついて』である。従って，それをなぜ殊更論じ

ようとするのかその理由を示してお く必要があ

ろう。

まず，従来『人間について』に関し主にどの

ような論点が取り上げられ，評価ないし批判さ

れて来たかをみると，次の三点にまとめること

ができる3)。第一は，ケトレーがフランスの司法

統計を用いて，毎年の犯罪数がほぼ同じであり，

更に様々の種類の犯罪数の割合も大体安定して

いることを見出したこと，である。このことを

以てケトレーは，道徳統計論の創始者の一人と

された。

そして，この規則性についてのケトレーの次

のような解釈をめぐって，議論がなされた。す

なわち，ケトレーはこの規則性を自然科学にお

1) Lambert Adolphe Jacque Quetelet, 1796-1874. 
2) Sur l'homme et le developpement de ses 
facultes, ou essai de physique sociale Paris, 1835. 

高野岩三郎校閲， 平貞蔵・山村喬訳『人間について』

（上・下）岩波文庫， 1939-1940. Lettres sur la 
theorie des probabilites appliquee aux sciences 

morales et politiques, Bruxelles, 1846. Du 

systeme social et des lois qui le regissent, Paris, 
1848. 

3) 拙稿「わが国におけるケトレー研究」 『統計学』第

29号， 1975.

ける法則に匹敵するものとみなし，次のような

アナロジーで説明した。「恐るべき規則正しさを

以て支出せらるる一つの予算がある。監獄，徒

刑場及び断頭台の予算がこれであって，これは

殊に意を用いて節減を図るべきものである。」4)

と。さらに，社会とその構成員との関係につい

て彼は，「社会はその中に，犯さるべき一切の犯

罪の萌芽と同時にその実現に必要な便宜とを蔵

している。社会はいわばこれらの犯罪を準備す

るのであって，犯罪人はこれを実行する器具に

すぎない。」5) と述べた。そして，この主張の中に

人々は決定論や宿命論，個人の自由意思の否定

を見出して論難した。

第二に取り上げられたのは，ケトレーが法則

の発見には大数観察法を以てしなければならな

ぃ，としたことである。このこともまたケトレー

は，次のようなアナロジーで説明した。観察数

が多くなれば，個人的な特質は消えて，一般的

事実すなわち法則が現れてくる。それは，余り

にも近くから見れば多くの点が不規則に並んで

いるように見えるだけだったのが，一定の距離

をおいて眺めると円だとわかる， といったもの

である，と。この研究方法の故に，ケトレーは

統計学の基礎に確率論を据えた最初の人だとし

て評価され，近代統計学の創始者とされたので

ある。

4) 平・山村訳『人間について（上）』 25頁。本稿では

訳文を適宜変更して引用した。

5) 同， 25-26頁。
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第三に議論の的となったのは，ケトレーの平

均人論である。彼は，『人間について』において

考察しようとする人間は，あらゆる平均的属性

を備えた仮想の人間，すなわち平均人であって，

それは丁度物体における重心の如きものだとし

た。そして，平均人を偉大なるもの，美なるも

の及び善なるものの典型だとみなした。ケト

レー自身の「仮想の人間」という留保にも拘ら

ず，主として平均人の非実在性が非難されたの

である。

上に見たように，『人間について』に関してこ

れまである程度詳細に論じられたのは，①犯罪

統計における規則性の発見とその解釈，②大数

観察法及び③平均人の三点についてであった。

ところで，『人間について』の編別構成は，「緒

論」，「第一編 人間の肉体的諸性質の発達」，「第

二編身長，体重，筋力等の発達」，「第三編人

間の道徳的並びに知的諸性質の発達」，「第四編

平均人と社会体制との諸特質について並びにこ

の研究の今後の進歩について」，となっており，

上述の三点はすべて，その緒論と第四篇とに含

まれている。この構成についてケトレーは，こ

の著作は二つの独立した部分からなっており，

第一編から第三編までは事実だけが述べられ，

第四編で平均人の理論と社会体制の組織につい

ての思想が述べられている，と言う。

ケトレーは，「緒論」が理論・事実何れの部分

に属するかを明示していない。が，そこで彼は，

「人間について」の研究方法としての大数観察

法について，この方法によってどのようなこと

が明瞭になってくるかを論じているのであるか

ら，「緒論」は明らかに理論的部分に属してい

る。従って，『人間について』に関してこれまで

取り上げられてきた論点は，殆どすべてこの著

作の理論的部分に限られていたといえる。

第 53巻第4• 5号

ところで，『人間について』は二巻からなり，

併せると654ページに達する。そのうち，緒論と

第四編とは併せてもわずか56ページにすぎず，

総ページ数の10パーセントにも満たない。そこ

で，残りの600ページには学ぶべきことは何も含

まれていないのだろうか，それとも従来のケト

レー研究が不十分だったのであろうか， という

疑問が生じる。『人間について』全編の検討を通

してこの疑問に答えるのが，本稿の課題である。

2
 

『人間について』の従来の評価がケトレーの

意図に沿うものであるかどうかの検討が，上の

疑問を解くための手掛かりを与えるであろう。

タイトルページに掲げられている次のようなラ

プラースからの引用は彼の意図を端的に示して

いる。「政治並びに道徳科学に観察と計算とに基

礎を置く方法＿自然科学に於いて大いに我々

に役立った方法 を適用しよう。」しかし，も

すこし詳細に『人間について』執筆の意図を理

解するためには「緒論」を概観する必要がある。

その中でケトレーは，研究方法について論じる

と同時に，この著書を著した意図についても述

べているのである。

最初に，「人間はある法則に従って出生，発

育，死亡するものである」6) と措定し，この法則

についての研究史をたどり，次のような結論を

得た。この二世紀来，出生と死亡が年齢，性，

職業気候，季節によりどのような影響を受け

るかが，多くの学者によって研究された。しか

し，人間の肉体的・精神的能力が，「最大限の強

さに達する年齢，能力の低下し始める年齢，

6) 同， 19頁。
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生涯のそれぞれ異なる時期に於ける能力の大小，

それらの能力が互いに影響し合う仕方，これら

の能力を変ぜしめる諸原因」6)は，量定されるこ

とがなかった。従って，人間の発達という分野

は殆ど手つかずの状態にある，と。

そして，人間の精神的能力の発現たる人間の

行為が何らかの法則に従うか否かを問い，大数

観察法によりこの法則を発見することが可能だ

とする。ここで，大数観察法を円や虹の観察と

のアナロジーで説明した。

次に彼は，大数観察法によって発見された「法

則」が何ら個人的なものを有せず，従ってそれ

は集団にしか適用できないことを力説している。

すなわちケトレーは，研究方法によって規定さ

れる「法則」の限界を明示した。

さらに，「法則」は時と場所により変化すると

して，この変化を引き起こす原因を論ずる。彼

はこの原因を自然的原因と人類に固有の原因と

に分け，後者を撹乱的原因と呼ぶ。すなわち，

人間は精神的な力を持つことにより，他の動物

と区別され，また自己に関する自然の法則を変

改する能力を持ち，従って進歩をとげることが

できる，とするのである。ケトレーは，このこ

とを次のような例を以て説明している。

すなわち，ジュネーヴでは人間の寿命が延び

つつあることが見出された。この地点で気候等

の特別の変化は見られなかったから，この変化

は撹乱力の影響によるものと考えるのが妥当で

あろう。こうして，ジュネーヴで平均寿命が延

びたのは，そこの住民が彼らの住居をより衛生

的にかつより快適にしたこと，裕福さ，栄養，

諸施設を改良したこと，ある種の疾病の影響か

ら免れるようになったことの合成的結果と考え

られるという。

このような説明の後で，本書の目的は，「自然

的にせよ撹乱的にせよ人間の発達に作用する諸

原因をその結果について研究し，それらの原因

の影響と諸原因が相互に変化し合う仕方とを測

定せんとするにある。」”と言う。さらにケト

レーは，我々の研究対象は社会体であってこれ

を構成する個人ではないとしたうえで，「社会体

の研究は，社会に影響する諸原因を直接認識し，

その影響の程度を測定さえする手段を提供する

ことを目的とする」8) と述べている。すなわち，

すべての事象に必然的な因果関係が存在すると

いう信念のもとにケトレーは，如何にしたらそ

れらの原因を認識し，それぞれの影響の程度を

測定することができるかその方法を示そうとす

るのである。

一方でケトレーは出生，死亡といった事象の

発生数，および出生における男女の割合や犯罪

全体に於ける各種犯罪の割合等集団において特

定の属性をもつものの数，すなわち，計数集団

を念頭において説明を進めている。

他方ケトレーは身長，体重等を集団として取

り扱い，そこに何らかの法則を見出そうとする。

すなわち，大数観察の対象を計数集団から計量

集団へと広げるのであるから，新たな方法ない

し概念の導人が必要となった。それが平均とい

う概念であった。彼は次のように説明する。「私

のここで考察せんとする人間は，恰も物体に於

ける重心と同様の地位を社会においてしめる。

即ち，その人間は，社会の諸要素がその周りを

動揺するところの一つの平均である。いわば一

つの仮想人であって，彼にとっては一切のこと

が社会に対して得られた平均的結果に適合して

起こるのである。」9) と。そして，平均的な身長，

7) 同， 33頁。
8) 同， 29........,30頁。

9) 同， 34頁。
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体重，筋力等が年齢に応じてどのように発達す

るのかその法則を探ろうとするのである。

この場合も，これらの性質の平均が国民や時

代，職業等によって如何に異なるかを明らかに

しようとするのであるから，ケトレーの研究目

的がこれらの差異を引き起こす原因の究明，特

にその作用度の測定にあることにかわりはない。

以上のようなケトレーの『人間について』執

筆の目的を念頭に置きながら，以下諸章の検討

を進めたい。

ケトレーは，研究の第一歩は諸国民において

肉体的・精神的な平均人を量定することだとし

て，まずこれらの性質の測定法を論じている。

肉体的性質について，①長さ，重さ，時間の

ような尺度を用いて直接に測定が可能なものと，

②直接には測定することができず，その結果に

よってしか測定できないものとにわける。第一

の例として，身長，体重，生存期間を，第二の

例として腕力を挙げる。第二の場合，検力計の

針の振れる大きさによって，それに加えられた

カの大きさが測定されるというのである。その

ためには，原因が結果に比例するということが

承認されねばならない， という。

このようにして，測定がなされると，或る国

民について平均を求めることができるし，異

なった国民，異なった時代についてそれぞれの

平均を比較することが可能になるが，平均人を

拭定するに際して最も難しいのは，正確な測定

値を多数集めることだという。

3
 

「第一編 人間の肉体的諸性質の発達」

第一編でケトレーは，表題とはおよそ無関係

な出生，死亡および人口といったデモグラ

第 53巻第4• 5号

フィーの領域を専ら取り扱っている。

（出生について〉

まず，人口増加の観点からその増殖力の尺度

として出生数の結婚数あるいは総人口に対する

比率を用い得ることを示し，それぞれの長短を

考察している（第一章）。

次に出生数が，出生児の性，夫婦の年齢およ

び年齢差，海浜と山地，寒冷地と温暖地，都市

と田舎，年，月，一日の時間によってどの程度

異なるかを検討する。そしてこれらの要因をケ

トレーは自然的原因と呼んでいる（第二章）。

出生数の結婚数に対する比率を出産力の尺度

として用い，年齢別，および寒冷地と温暖地，

山地と海浜，都市と田含別の出産力を検討して

いる。

そしてケトレーは言う。「統計的結果の解釈を

困難にするものは，本来複雑な事実を単純なも

のと考えることである。」10) と。例えば，都市と

田舎で出産力の相違が見出されたにしても，い

きなり都市と田舎を生産力の相違を生み出した

最終的原因だとしてはいけない。都市と田舎で

は死亡率が異なり，従って結婚にしめる再婚の

割合も異なるであろう。また結婚する年齢も違

うだろう。ところが，ここで用いている出産力

の尺度では，再婚は出産力を見掛け上低く表す

ことになるし，また結婚する年齢によって出産

力は異なる。従って，都市と田舎という要因だ

けで出産力が異なるとは結論できない， という

のである。しかし，よい材料の利用と鋭い分析

によって「現象の依存する原因を認識しかつこ

れらの各原因の影響の程度を測定すること」11)

は可能だ， という。出生性比に関する次の分析

はその好例である。

10) 同， 90頁。

11) 同， 91頁。
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ケトレーによれば，女児よりも男児の方が多

く生まれ，その割合が凡そ100: 106であること

は，随分昔から観察されてきた事実である。と

ころで都市と田舎とを比較してみると，田舎に

おいて男児出生の割合が高いのが見出される。

また，ホーファッカー Hofacker とサドラー

Sadlerの研究により次のことが分かっている

という。すなわち，母が父より年長であるか同

年齢の場合，出生児数は男児より女児のほうが

多い。父が母よりも年長であるときには逆に女

児よりも男児の方が多く，しかも父母の年齢差

が大きいほどその差異も大きいというのである。

そしてケトレーは，今のところ両親の年齢差が

出生性比を決定する最も有力な原因であろうと

し)う o

なおこのように考えると，都市よりも田舎に

おいて男児出生の割合が高いことやヨーロッパ

で一般に出生性比が100: 106とほぽ一定である

ことの説明がつくと， という。すなわち，田舎

では男性が晩婚で，妻との年齢差も大きく，従っ

て都市におけるよりも男児出生の割合が大きい。

また，ヨーロッパでは普通夫は妻よりも5~6歳

年長であり，それゆえ男児出生の優越が一般に

認められるのである，と。

結論の当否はさておき，数字資料を用いての

原因究明の方法としては当を得たものと言うこ

とができよう。

さらにケトレーは，パンや穀物価格の推移（飢

饉の年の影響）と出生数，月別および一日の時

刻別の出生数を検討している。

次にケトレーは「撹乱的諸原因の出生数に及

ぽす影響について」，職業，道徳性，政治制度，

宗教制度と出生との関係を考察する（第三章）。

漁民にあっては出産力が低いとされていた通

説が，ブノアストン Benoistonの研究によって

覆されたことを紹介し，今の研究段階では職業

の影響は微弱とみなすべきだという。国民のら

ん惰，貧困，風紀退廃が著しいとされるメキシ

コのグアナクサート Guanaxuato小I1における

高出生率と高死亡率を示し，「一国人口の過剰を

防ぐ最も有効な手段は，知識を広め，秩序と備

険の感情を広めることである」12) とする主張を

支持している。また，旧教国においては四旬節

の期間中に妊娠数が明らかに減少するという

ヴィレルメ Villermeの研究を紹介し，諸種の

宗教行事の存廃により出生数の変化が生じたこ

とを指摘している。

く死産について〉（第四章）

死亡についての考察に移る前に，ケトレーは

出生・死亡の何れにも関わる死産についての検

討を行う。死産に関する尺度として彼は，出生

数に対する死産数の割合（死産率）を用いてい

る。

まず，ョーロッパで60年以上の間， この割合

が出生22につき死産 1と殆ど変わることがな

かったことを示す。

田舎に比べて一般に都市で死産率が高いこと

を示すカスパー Casperの研究を挙げ，都市に

おける女性のコルセット着用の風習がこの相違

を引き起こした一因ではないかという。死産胎

児の性比が，ョーロッパ諸都市についての資料

によれば，女子10に対して男子12.2----14.5であ

ることを示し，死産数が女児よりも男児に多い

ことは一般的法則とみなしてよかろう， とする。

また，月別の死産数を検討している。

次に死産に対する撹乱的原因の影響として，

結婚によらない姓娠，性病および剌激性飲料の

12) 同， 107頁。
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濫用が死産率を高くするというカスパーの研究

結果を挙げている。

なお，ここで産婦の死亡率を検討している。

く死亡について〉

ケトレーはまず，以下の分析で死亡数の人口

に対する割合（死亡率）を尺度として用いるこ

とを示す。そして， この尺度の正確性が戸籍簿

や人口調査の正確性に依存することを指摘し，

場所的・時間的比較を行うさいには細心の注意

を払う必要があることを説く。

自然的原因の影響として，場所・性・年齢・

年・季節・一日の時刻別の死亡率を検討する（第

五章）。

(1) ヨーロッパを北部，中部，南部に分け，

死亡 1に対する住民数がそれぞれ41.1,40.8お

よび33.7とヨーロッパ南部で死亡率が高いこと

を指摘している。

ベルギーでは死亡 lに対する住民数が都市で

36. 9, 田舎で46.9であり，都市で死亡率が高い

ことを示している。

なお，山地，海浜，畑作地，沼沢地別に死亡

率を計算したボッシ Bossiの結果を紹介し，沼

沢地における死亡率の高さに注目する。そして，

沼沢地の影響についてのヴィレルメの次のよう

な研究を挙げている。リュック公爵領のヴァレ

ジオ Vareggio小卜1では，かっては毎年同じ時期

に熱病におそわれていた。が， 1741年に水門が

作られ，沼沢がなくなると間もなく熱病も消滅

して今日では最も健康なところとなっている，

というのである。

このように，ケトレーは上のような数量的認

識が現状を改善するのに有効であることに注目

した。例えば犯罪予算説において「これはこと

に意を用いて節減を図るべきものである」4) と

第 53巻第4• 5号

言うのは，このような認識に基づく現状改善の

可能性を意識してのことである。

ケトレーは，少産少死が一国を繁栄に導くと

し，次のように説明する。「人間は初めの数年間

は社会の費用によって生活する。彼は他日弁済

すべき債務を負うのである。それでそれを弁済

する前にたおれてしまえば，彼の存在は彼の同

・胞にとっては利益でなくてむしろ負担であった

のである。」13)と。そして，実際にこの費用がど

のくらいになるか，次の如く計算している。

1821年にオランダ王国の養育院で，出生時か

ら12"-'16歳まで子供一人を養育するのに平均し

て約1,100フランかかった。従って，成人は皆幼

年時代に社会に対して最小限1,000フランの負

債をおったことになる。成人に達することなく

死んで行く子供達は消費にのみ参加して通過し

て行く外国人旅行者の如きものだと，いうので

ある。このようにケトレーは，人口を扶養・被

扶養という観点から年齢によって分類し，国カ

を見るうえでこの分類を最も重視した。

(2)西フランドルの資料によれば死産胎児の

性比は男児 3に対し女児が約 2と，男児の割合

が非常に高いことを示す。そして死亡性比が生

後 2カ月間は 4対3,3カ月目から 5カ月目まで

は5対 4と次第に小さくなり， 8カ月目頃から

差が殆どなくなることを指摘する。そして，

14~18歳の思春期と30歳以後の出産期には逆に

女子の死亡率が高くなることを示している。

(3)年齢別死亡率について，生命表がハレー

Halley以来ヨーロッパの主要な国々について

作成されたが，男女の区別がなされたものは未

だないという。こうしてケトレーは，ベルギー

について男女別だけでなく都市と田舎の別に，

13) 同， 138頁。
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生後6カ月間は月齢で示す詳細な生命表を作成

した。

ケトレーは，人口の寿命を測定する手段とし

て確率寿命を用いた。それは，生まれた子供の

数が半数になる迄の期間で，ベルギーの場合25

歳である。この測定法は，今日半減期として放

射能など完全な消減の時点が確認し難い場合に

用いられている。彼は，この確率寿命を男女別

および都市と田舎別に検討した。さらに，各年

齢について確率余命を計算し，男女，都市と田

舎の別を問わず5歳頃に最も長いことを見出し

た。

ケトレーはまた平均寿命を計算し，ベルギー

のそれが32.15歳であることを示している。

また，男女の「危険な年齢」と各年齢での「生

存力」を検討した。乳児死亡率の高さ特に生後

ーカ月間の死亡率の異常な高さや思春期におけ

る女子の高死亡率を強調している。また，ケト

レーは死亡率の逆数をもって生存力の尺度とし，

60~65歳頃に生存力が著しく低下するとした。

(4)飢饉の年および戦争の年と死亡率との関

連を検討した。飢饉の指標としてパンや穀物な

第 1表月別死亡数

月 死 亡 割 合
1815 

~1826 都市 田舎 都市 田舎

1月 59,892 116,129 1.158 1.212 

2月 56,267 114,758 1.088 1 198 

3月 54,277 114,244 1.050 1 192 

4月 51,818 107,264 1 002 1 120 

5月 48,911 93,714 0.946 0.978 

6月 46,607 84,464 0.901 0.882 

7月 45,212 77,555 0.874 0.809 

8月 47,032 77,802 0.910 0.822 

9月 50,191 85,131 0.971 0.888 

10月 51,649 89,514 0.999 0.934 

11月 52,908 89,585 1.024 0.935 

12月 55,631 98,705 1.076 1.030 

平均 51,700 95,822 1,000 1.000 

ど食料品の価格をとり，その騰落と死亡率の変

化との間には数力月から一年位のタイムラグが

あることを指摘している。また，戦争の年には

戦死に限らず，産業活動の低下就中穀物輸入の

減少によっても死亡率が高くなることを示した。

(5) 死亡に対する季節の影響に関しては，ケ

トレーの分析方法が注目に値する。第 1表に見

られるように，彼は， 1815年から1826年までの

ベルギーの資料を用いて，都市と田舎それぞれ

につき各月の平均死亡数を計算し，さらに全体

の月当たりの平均を算出する。そして，この総

平均を 1として，月別平均のこれに対する割合

を示している。これは，単純な期別平均法によ

る季節指数の計算に他ならない。

ケトレーは，この表に基づき季節変動が都市

よりも田舎において大きいことを指摘した。さ

らに，年齢別にも上掲と同様な季節指数を計算

し，季節の死亡率への影響は老齢において甚だ

しく 20~30歳において最も少ないことを示した。

死亡数に影響を及ぼす撹乱的原因として，（1)

職業，貧富の差，（2) 道徳性，（3)知識，政治

的・宗教的制度の三節に分けて考察している（第

ーニハ早）。

(1) ケトレーは，イギリス，オランダ，ベル

ギーの資料により農業地方と工業地方に分けて

死亡率を比較し農業地方で死亡率が低いことを

示す。このような相違をうむ原因として彼は，

工業地方での生活が過剰と不足との反復に悩ま

されるのに対して，農業地方での生活が安定し

ていることを挙げている。また貧困と死亡率と

の関連について，貧困な人々において死亡率が

高いとするド・シャトーヌフ deChateauneuf 

とモルガン Morganの研究を紹介している。

ケトレーは，ロンバール Lombardが肺結核
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患者数が平均より多いか，同等か，少ないかに

よって職業を三階級に分け，職業別肺結核罹患

率の相違を生ぜしめた原因の研究を行ったこと

を紹介している。ロンバールは，肺結核を増加

させる事情として，貧窮，家居生活と運動不足，

仕事場の振動，屈曲した姿勢，仕事場の不潔な

空気など，また予防的な影響を及ぽす事情とし

て，富裕，活動的な戸外生活などを挙げている。

これに基づいてケトレーは，肺結核の発生に対

する各々の事情の影響の程度を見ようとして，

さらに次のように整理した。

平均的な発生率 0.114 

1． 有害な影響

鉱物性・植物性発散物 0.176 

種々の塵あい 0.145 

家居生活 0.138 

etc. 

2. 予防的影響

戸外での生活

動物性発散物

水分を含んだ空気

etc. 

0.073 

0.060 

0.053 

ケトレーは，結石病が特定の地方で流行する

こと，またこの病気では男女差が大きく患者数

が女子 1に対して男子21前後であることを指摘

している。

(2)道徳性が一国民の死亡率に及ぼす影饗に

ついての研究は，変死の数に関するもの以外極

めて少ないという。

私生児の高死亡率を認めるバウマン

Baumannやジュースミルヒ Stissmilchの研究

結果を紹介して，その死亡率の高さは私生児で

あることそのことに起因するというより，彼ら

の大多数が公共の慈善施設に任せられることに

第 53巻第4• 5号

起因するという。そして，捨て子収容所や養育

院等の施設における死亡率の高さを多くのデー

タによって示した。

(3) ヴィレルメやモロー・ド・ジョネス Mor-

eau de J onnesの研究によれば， 18世紀中葉か

ら19世紀20年代にかけて死亡率が低下した。そ

れは，医学および公衆衛生学が死亡率を低下さ

せる手段を発見し，産業や諸国間の通商の発達

が飢饉の頻度および程度を減ずるなどのことを

通して死亡率を低下させた結果だとする。ケト

レーはデュヴィヤール Duvillardの種痘の効果

についての研究を紹介し，ジェンナーの発明を

「知識の真の凱歌」14)と評価する。

洗礼，四旬祭，斎戒および病人に対する死の

準備のための宗教的儀式は，死亡率に影響を及

ぼす。また徴兵と戦争は，人口の最も健康で貴

重な部分，すなわち肉体的な発達を遂げたばか

りで社会に対して債務を支払おうとしている

人々を死が襲うわけであるから，悲惨だという。

最後に，捨て子収容所，産院，病院，精神病

院，乞食収容所，刑務所といった諸施設におけ

る死亡率の高さを示すホーキンス Hawkins,

ヴィレルメ等の研究を掲げている。特に，ヴィ

ルヴォルド Vilvoldeの刑務所では下表の如く，

19世紀初頭囚人達はペストや戦争の年における

よりも高い死亡率にさらされたが，1805-07年の

刑務所管理の改善により死亡率が急激に低下し

たことを示した。

1802 平均人員 1.27につき死亡因人 1

1803 

1804 

1805 

1806 

J
J
J
J
J
J
J
l
 

1.67 

1. 91 

7.77 

20.31 

J
I
J
I
J
I
I
I
 

14) 同， 237頁。
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1807 II 
30.36 JI 

〈人口について〉（第7章）

ケトレーはマルサス流の人口論を展開する。

すなわち，人口は何の障害もななければ等比級

数的に増加するのに対して，生活資料はせいぜ

い等差級数的にしか増加しえない。従って，人

口と生活資料との増加速度の相違から生ずる食

料不足が人口増加に対する障害となる。生活資

料の水準に達した人口は，人間の将来に対する

配慮によりこの限界にとどまらざるをえない。

不幸にしてこの限界を越えた人口は，必然的に

高い死亡率によってこの限界に引き戻される。

マルサスは以上のことを解明したが， この障害

の作用の仕方を数学的に表現するところまでは

いたらなかった， というのである。

こうしてケトレーは，人口の増加を媒質中の

物体の運動にたとえて，人口の数学的理論とし

て次のような命題を与えた。「人口は等比級数的

に増加する傾向がある。人口の発達に対する抵

抗もしくは障害の総和は，総て他の事情が同一

ならば，人口の増加速度の二乗に比例する」15),

と。なお，この命題は，彼の弟子の Verhulstに

よって，若干の修正を加えられてロジスチック

曲線として定式化された。

ケトレーによれば，人口は生活資料による限

界に達すると均衡状態になる。が，人間の生産

活動はこの限界を変えることができる。ここで，

ヨーロッパ諸国の人口はすでにこの均衡状態に

達していると仮定すれば，人口密度をもって生

産力の尺度とすることができるという。こうし

て，ケトレーはヨーロッパ諸国の人口密度を示

した。もっとも，彼はこれらの人口密度の差異

が商工業の発達程度だけでなく，土地の肥沃度，

社会制度等様々の要因の複合に基づくものであ

ることを指摘し，特に生活水準の相違を考慮し

なければならないとした。

次に，イギリスとアメリカ合衆国の人口増加

について具体的な分析を行った。イギリスの人

口は， 18世紀中頃から等差級数的に増加しはじ

め， 19世紀に入り等比級数的増加に転じたとし，

次表のような計算を行った。これは，人口増加

傾向について前半には直線，後半には指数曲線

の当てはめを行ったことに他ならない。なお，

観察値と計算値との差が人口の年々の変動の範

囲を出るものでないこと，およびその最大値で

も人口の80分の 1にもならないことを指摘して

いる。また， このような人口増加を可能にした

背景としてイギリスにおける産業革命の進展を

あげている。

(2)人口表について，まず，ケトレーのいう

第 2表 イギリス人口の推移

人 口
時期

観察値 計算値
差異

1760年 6,479,730 6,479,730 

゜1770 7,227,586 7,156,591 - 70,995 

1780 7,814,827 7,833,453 + 18,636 

1790 8,540,738 8,510,314 - 30,424 

1800 9,187,176 9,187,176 

゜1810 10,407,556 10,531,900 + 124,344 

1820 11,957,565 12,073,400 +115,835 

1830 13,840,751 13,840,751 

゜

15) 同， 256頁。

人口表とはどのようなものであるかを明らかに

しておく必要がある。そのためには，人口表の

作成方法を見るのが手っ取り早い。

a, a1, a2, a3, a4は， 0～1歳， 1～2歳， 2～3歳

等の死亡数を表し， A,A1, A2を生命表の O

歳 1歳， 2歳， 3歳等の欄に記入される数字

すなわち生残者数とすれば，生命表および人口

表の計算手続きは次のようになる。
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生命表

etc. 

A=  a+a1+a2+a3+a4+etc. 

A1 = a1+a2+a3+a4+etc. 

A2 = a汀 a3+a4+etc.

A3 = a3+a4+etc. 

人口表

etc. 

~A = A+A1+A2+A3+A4+etc. 
~A'= A1+A2+A3+A4+etc. 
~A2 = A2+A3+A4+etc. 

~A:1 = A3+A4+etc. 

人口表は，人口調査から直接得られるし，ま

た死亡数に関する資料から導き出すこともでき

るとする。毎年，出生数と死亡数が等しく，か

つ年齢別死亡率が一定であれば何れの方法によ

る結果も一致することを指摘する。

なお，次表に見られるように，ケトレーはA

人口の割合を表す。以下，ケトレーが作成した

生命表ならびに人口表の一部を掲げよう（第3,

4表）。

(3)最後にケトレーは，人口に関する数字が

一国民の繁栄についての資料たり得るかを問題

にする。国民の繁栄の主要な要素は「国民の力」

であるとし，この力を測定する最も確かな方法

は有用な人間とそうでない人間とを数量的に比

較することだとする。そして，それを一目瞭然

と示すものが「人口表」である。ケトレーは，

人口を15歳未満人口と15歳以上人口とに分け，

前者を扶養される人口，後者を有用な人口とし

た。なお， 15歳以上人口について総ての年齢で

有用さの程度を同じとみなしたことをことわっ

ている。

第 53巻第4• 5号

第 3表 ベルギーの男女・都市と田舎別死亡率

都 市 田 舎
年齢

男子 女子 男子
全般表

女子

出生 10,000 10,000 10,000 10,000 100,000 

1ヶ月 8,840 9,129 8,926 9,209 90,396 

2ヶ月 8,550 8,916 8,664 8,988 87,936 

3ヶ月 8,361 8,760 8,470 8,829 86,175 

4ヶ月 8,195 8,641 8,314 8,694 84,720 

5ヶ月 8,096 8,540 8,187 8,587 83,571 

6ヶ月 7,961 8,437 8,078 8,490 82,526 

1 歳 7,426 7,932 7,575 8,001 77,528 

18ヶ月 6,954 7,500 7,173 7,603 73,367 

2 歳 6,626 7,179 6,920 7,326 70,536 

3 6,194 6,761 6,537 6,931 66,531 
．．． ．．． ．．． ... ．．． ... 

25歳 4,662 5,201 4,881 5,153 49,995 
... ... ．．． ．．． ... ... 

第 4表 ベルギー人口表

年齢 死亡率表から導出したもの 直接人口調脊によるもの

0歳 100,000 100,000 

1 96,937 97,214 

2 94,562 94,446 

3 92,401 91,962 

4 90,361 89,489 

5 88,400 87,034 

6 86,487 84,648 

8 82,768 80,274 

10 79,143 76,138 
... ．，． ．．． 

16 68,648 64,707 
... ．．． ... 
65 7,746 6,058 
... ... ... 

ケトレーは， このような尺度を用いて当時の

ヨーロッパ諸国の「国民の力」の比較を行った。

この場合，年齢構成は彼のいう人口表ではなく

今日普通用いられる構成比の形で与えている

（第5表）。

合衆国では 6人が11人のために生産しなけれ

ばならない， といったコメントを与えているが，

このようなコメントの仕方は今日の高齢化社会

論でもよく行われるところである。
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第 5表 ヨーロ ッパ諸国民のカ

年齢
大プリテン アイルランド ィングランド フランス ベル9ギ年ー スエーデン 合18 衆30年国1821年 1821年 1821年 1789年 182 1820年

5歳未満 1,647 1,535 1,472 1,201 1,297 1,307 1,800 

5~10歳 1,385 1,355 1,300 981 1,089 1,010 1,455 

10,..,__,15 1,209 1,218 1,119 939 946 894 1,243 

15~20 1,046 1,219 1,000 897 883 899 1,112 

20-30 1,558 1,760 1,583 1,638 1,680 1,711 1. 781 

30~40 1,180 1,150 1,176 1,404 1,341 1,362 1,091 

40~50 878 771 931 1,161 1,017 1,087 688 

50-----60 545 600 663 892 793 855 430 

60~70 348 273 460 577 604 586 253 

70,.......,80 160 96 227 255 279 240 110 

80,...,_,90 40 23 62 50 66 41 31 

90-....,100 3.4 3 5.5 4.8 4.9 1 4 

100以上 0.1 0.5 0.3 0.2 0.1 

゜
0 2 

15歳未満 4,241 4,108 3,891 3,121 3,332 3,211 4,498 

15歳以上 5,758.5 5,895.5 6,105.8 6,879 6,668 6,782 5,500.2 

比率 1 36 1.43 1.57 2.20 2.00 2.11 1.22 

4
 

「第二編 身長，体重，筋力等の発達」16)

この編で取り扱われるのは，人体測定学もし

くは自然人類学の領域である。

ケトレーはまずこの領域の研究史を検討し，

年齢別に身長や体重を量定する試みは未だなさ

れたことがないこと，身長と体重の測定が出生

時と成長完了時とに限られていることを指摘す

る。すなわち，生理学者は法医学の観点から出

生時および出生前の身長・体重を評価しようと

し，人間を機械的な構造物と考えた物理学者は

それが支え得る荷重という観点から大人の体重

を量定することに従事した， という。

ところで，法医学においては肉体的性質に

よって年齢を推定する必要がしばしば生ずる。

そこで，もし身長・体重など計量可能な肉体的

性質について年齢別の平均値，最大値，最小値

16) 平・山村訳『人間について（下）』。原書でも第二

編以降は下巻に収められている。

を示す表があるならば，より正確な年齢推定が

可能になるだろうと，ケトレーは肉体的性質の

年齢別量定の実用性を説く。

く身長の発達〉（第一章）

ケトレーは「医学辞典」その他に依拠して，

胎児の身長が出生の 6カ月前から毎月規則的に

伸びることや出生時にすでに男女差があること

を示している。

また，ブリュッセルの小学校，孤児院，寄宿

学校等で得られた測定値をもとに，男女別に出

生時から成長完了にいたるまで各年齢の平均身

長を示し，これを成長表と呼んだ。

さらに，平均身長を，都市と田舎，職業，生

活水準に関して比較検討し，ヴィレルメの，身

長の伸びを阻害するのは幼少年期の苦労や疲労，

困窮だとする説を支持している。また，イギリ

スでも工場労働が身長の発達に及ぽす影響につ

いての研究がなされ，同様の結果が得られたこ

とを紹介している。

そして，観察値に基づいて各年齢での身長を

次のような数式で表し，これを身長に関する人
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間の成長法則だとした。

y+ y t+x 
lOOO(T-y) = ax+ -y) -aA'1 +4x/3 

但しxは年齢， yは身長を表し， tおよびTはそ

れぞれ出生時および成長完了時における身長を

表す定数， aは4~5歳から15~16歳までの規則

的な成長を表す定数である。ブリュッセルの男

子の場合， t=0.500メートル， T=l.684メート

ル， a=0.0545メートル，女子の場合， t=0.49,

T=l.579, a=0.052を与えて，計算がなされて

いる。

また， Xにマイナスの値を与えることによっ

て，出生前の胎児の身長を計算している。

以上のように，ケトレーは身長に関して成長

曲線の当てはめを行い，観察値と計算値との差

をとることによりあてはまりの程度のよさの検

討を行った。そして，女子の表のあてはまりの

悪いのは，観察数が少ないことと異なった階層

第 6表 ブリュッセルの男子成長表

年齢 観察値 計算値 差

メートル メートル メートル

出生時 0.500 0.500 0.000 

1 歳 0.698 0.698 0.000 

2 0.796 0.791 +0.005 

3 0.867 0.864 +0.003 

4 0.930 0.928 +0.002 

5 0.986 0.988 -0.002 

6 1.045 1.047 -0.002 

7 1.105 

8 1 160 1.162 -0.002 ， 1.221 1.219 +0.002 

10 1.280 1.275 +0.005 

11 1 334 1.330 +0.004 

12 1.384 1 385 -0.001 

13 1.431 1.439 -0.008 

14 1.489 1.493 -0.004 

15 1.549 1.546 +0.003 

16 1.600 1.594 +0.006 

17 1.640 1.634 +0.006 

18 1.658 

19 1.665 1.669 -0.004 

25 1.675 1.680 -0.005 

30 1.684 1.684 0.000 

第 53巻第4• 5号

の者の混合のせいであろう，という。

ここでのケトレーの試みは，時系列分析にお

ける傾向線のあてはめ，より一般的には回帰分

析につながるということができる。

く体重の発達〉（第二章）

ケトレーは男女別に各年齢での体重を検討し

た。資料として，新生児についてはブリュッセ

ルやモスクワの産院で測定されたものや「医学

辞典」に記載されている数値を用い，児童につ

いてはブリュッセルの学校や孤児院で測定し，

青年については専門学校ならびにブリュッセル

医学校で，老人についてはブリュッセルの養老

院で測定した，という。それに基づいて，ケト

レーは以下のような説明を行った。

まず体重にも出生の時からすでに男女差があ

ること，最大値と最小値の違いが身長に比べて

大きいことを示し，また新生児と成人を比較し

た場合身長の違いは3.25倍であるのに対して，

第 7表 ブリュッセルの女子成長表

年齢 観察値 計算値 差

メートル メートル メートル

出生時 0.490 0.490 0.000 

1 歳 0.690 

2 0.780 0.781 -0.001 

3 0.853 0.852 +0.001 

4 0.913 0.915 -0.002 

5 0.978 0.974 +0.004 

6 1.035 1.031 +0.004 

7 1.091 1.086 +0.005 

8 1.154 1.141 +0.013 ， 1.205 1.195 +0.010 

10 1.256 1.248 +0.008 

11 1.286 1.299 -0.013 

12 1.340 1.353 -0.013 

13 1.417 1.403 +0.014 

14 1.475 1.453 +0.022 

15 1.496 1.499 -0.003 

16 1.518 1.535 -0.017 

17 1.553 1.555 -0.002 

18 1.564 1.564 0.000 

19 1.570 1.569 +0.001 

20 1.574 5.572 +0.002 

成長済 1.579 1.579 0.000 
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体重は20倍にもなることを指摘している。

体重に関する成長の法則を考えて，ケトレー

は次のように言う。人間が総ての次元に同等に

成長するものとすれば，体重は身長の三乗に比

例するだろう。事実，出生後一年間は体重は身

長の三乗に比例している。それから思春期まで

は身長の二乗に比例し，思春期から25歳頃まで

体重の二乗が身長の 5乗に比例する，という。

ケトレーは，人口の体重なるものを考えた。

人間の平均体重を45.7キログラムとし，ブ

リュッセルの人口を100,000人と見積もれば，同

市の人口の体重は4,570,000キログラム，すなわ

ち10メートル立法の水の重さの約4倍半となる。

さらに，世界人口を737百万とすれば，その体重

は100メートル立法の水の重さの凡そ33倍にな

る。それは，面積3分の 1ヘクタール，深さ100

メートルの池に入ってしまう水量にすぎない，

という。

このこと自体が特別の意味を持つとは言い難

い。しかしそれは，今日新聞，テレビ等で好ん

で用いられる表現法の一つである。

＜筋力の発達〉（第三章）

まず，検力計による測定の正確性を検討し，

一人の人の筋力を測る場合数回続けて測定して

その平均をとるのがよいとする。そして，実際

にブリュッセルの専門学校，医学校，孤児院等

の青少年について，握力と腰力とを測定し，男

女別にそれらの年齢にともなう発達を考察した。

こうして，筋力の男女差が幼年期よりも成年に

おいて一層大きいことを示した。また，豊富な

食事と適度の運動は肉体的諸性質をよく発達さ

せ，貧窮と過度の労働はその発達を阻害すると

し)う o

く呼吸，脈拍，速さ等〉（第四章）

健康な人の呼吸数と脈拍数が一定の範囲内に

あることは周知のことであるが，実際にいろん

な著作に示されているそれらの平均値や範囲に

は相当の違いがある，という。そこでケトレー

は，ブリュッセル市で観察された一分間の脈拍

数と呼吸数を，年齢階級別平均値と限界値とに

整理して示した。

なお，少し早く歩いた後や興奮している時に

は，これらの観察は避けるべきだとした。また

脈拍や呼吸が一日の時間や食前・食後によって

も影響を蒙ることを指摘し，目覚めている時と

睡眠中との比較を行っている。

ケトレーは，シュ・デュパン Ch.Dupinによ

る軍人の並足，速足，駆足のときの歩幅と一分

間の歩数の観察結果を紹介し，これに基づいて

1時間あるいは 1日に歩ける距離を計算した。

ケトレーは，機械のように人間を利用できる

ところではどこでも人間が働かす肉体的諸性質

が正確に測られているのに，それ以外の性質は

測定されていないと慨嘆している。こうして，

ケトレーは跳躍力（高さと距離）の測定を行っ

た。

ケトレーは，人間の肉体的諸性質について

種々の測定を試みたことについて，バベージ

Babbageからの影響があったことを述べてい

る。ケトレーによれば，バベージは自然界にお

いて測定できるものならなんでも測定しようと

試みた。特に人間が一分間にあることを何回な

し得るか，例えば何歩歩くか，水夫は何回櫓を

こぐか，鍛治屋は何回槌を打つか，仕立屋は何

回針を運ぶか，を研究したが，どの国でも殆ど

変わりない結果をえた，という。このように，

テーラー・システムの淵源はすでに産業革命期

に見出される。
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いはないという。但し，実際には25歳と45歳の

5 二人の人の窃盗傾向や犯罪傾向を測定すること

「第三編 人間の道徳的・知的性質の発達」

ケトレーはまず，人間の道徳的・知的性質が

測定可能かどうかを問い，ある種の精神的性質

は，肉体的性質と同様に，その効果に比例する

として評価することができる，という。そして，

この評価に関して次のような三つの場合に分け

て考察する。

第一は，筋力の効果のように直接計量標準に

よって測定することが可能な場合である。例え

ば，二人の被験者が同じ条件の下で数ページを

記憶するのに一方は二時間を要し，他方は四時

間を要したとすれば，両者の覚え込む力は 2対

1であり，また第一の人はーカ月で忘れ，第二

の人はニカ月で忘れたとすれば，忘れない力は

1対2であるとすることができる。この場合，

時間が計量標準として用いられている。なおケ

トレーは，完全に覚え込んだ瞬間や，記憶を喪

失し始めた瞬間を正確に捕えることの難しさを

指摘している。

第二は，効果が殆ど同一で，効果の頻度に比

例するような場合であって，ケトレーは女子の

出産力を例としてあげている。

第三は，効果の頻度にもそのエネルギ一度に

も考慮を払わなければならないような場合であ

り，勇気，想像力などがそうだという。この場

合効果のエネルギ一度が異なっていても，それ

ぞれが何時も殆ど同じ割合で現れるとすれば，

エネルギ一度は度外視して頻度のみを考慮すれ

ばよいという。例えば， 25歳の人と45歳の人と

の窃盗傾向を比較する場合，重さの異なる様々

の窃盗が何れの年齢でも同じ割合で犯されると

すれば，その頻度だけを考慮しても大きな間違

は不可能であり，同一年齢の人を全体として見

る場合にのみ行為すなわち効果の数は十分に多

くてエネルギーの度合いを無視することができ

る，という。

こうしてケトレーは，人間の精神的性質は肉

体的性質と同じく年齢に応じて一定の法則に

従って成長する，と措定し，その発達の法則を

観察の方法によって解明しようとするのである。

く知的性質の発達〉（第一章）

(1) ここでの問題は，記憶力，想像力および

推理力が生ずる時期，発達の諸段階，最大限に

達する時期，および衰退の法則を知ることだと

する。

ケトレーによればこれらの能力の評価は，そ

れらの効果すなわちそれらが生み出す行動また

は作品によってなされる。ケトレーは，戯曲を

書く才能についてフランスとイギリスの資料を

もとに年齢階級別の作品数を検討している。な

お，作品の価値に関しては，観察数が多ければ，

一流の作品と二流以下の作品が同じ割合で含ま

れていると考えてよいとする。が，また作品を

一流，二流，三流に分け，それぞれに3,2, 1と

いう点数を配して計算を行うことも試みている。

そして，戯曲を書く才能は， 20を過ぎてようや

く発現し， 25~30歳頃から強力になって50....-...,55

歳頃まで持続し，それ以後著しく衰える，とい

う。

資料に基づく考察の後で，ケトレーは一層の

確信をもって次のような命題をくり返す。すな

わち，人間の知的能力は発生し，成長し，衰退

する。各々の能力は生涯のそれぞれ一定の時期

にエネルギーの最大限に達する，と。

(2) ケトレーは精神病学者エスキロル Es-
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quirolの「社会の欠陥は貧者と罪人の数を増す。

文明の進歩は狂人を増す」17) という文章を援用

して，精神病統計の重要性を説く。

入院患者に関する資料により，男女別に，月

別および年齢別の入退院者数を検討し，夏に精

神病の発生が多いこと，また年齢に応じてかか

りやすい病気の種類が異なることを指摘してい

る。

なお，精神病がどの年齢で発生しやすいかを

分析するため次のような表を作成した。（第 8

表）。

第 8表 年齢階級別精神異常者数

ノ‘゚ リ ノルウェー
年齢
人口 精神異常者 割合 人口 精神異常者 割合

20歳未満 0.402 0.061 0.15 0.411 0.174 0.42 
20~25歳 0.084 0.092 l. 09 0.087 0.097 1.11 
25~30 0.080 0.106 1.32 0.084 0.098 1.17 
30~40 0.140 0.237 1.69 0.136 0.205 I 51 
40~50 0.114 0.216 1.90 0.109 0.161 1.48 
50~60 0.091 0.140 1 54 0.086 0.129 1.50 
60歳以上 0.089 0.148 1.66 0.087 0.136 1. 56 

計 1.000 1.000 1.00 1.000 1.000 1.00 

今日，上表の人口および精神異常者欄の累積

相対度数をとり，それに基づいてグラフ（ロー

レンツ曲線）を描くことによって，集中度ある

いは不平等度を検討することがなされる。ケト

レーは，どの年齢層で最も精神病が発生しやす

いかを見ようとして，ほぽそれに近い分析を

行っている。

く道徳的性質の発達＞ （第二章）

(1) 将来に対する配慮の度合いは，それを表

す行為によって評価することができる。従って，

貯蓄銀行や保険会社等についての資料があれば，

この評価に役立つという。また，賭博，破産数，

居酒屋や悪所への出入り，泥酔等によって，不

規律や不用意を評価することができる，とする。

上のような指標のなかで泥酔については比較

的正確な資料が得られるとして， 1832年にロン

ドンの警察が収容した泥酔者数の資料をもとに

男女別，季節別の比較を行っている。そして，

男子3に対して女子2と女性の泥酔者が以外と

多いことを指摘している。

ケトレーが国民の活動というとき，それは生

産活動のことである。彼は生産活動を勤勉とい

う道徳的性質の発現と捉えた。そして国民の生

産活動を評価する手段として，収入額，納税額，

輸出入量，地価，賃金水準などを挙げる。また

人口は，生産物量によって規制されるのだから

国民の生産活動を表す最も重要な指標だ，とい

う。

ケトレーは次のような経済統計を掲げている

（第9表）。表中住民一人当たり収入とあるのは

国庫収入を指す。これらの数字に基づいてケト

第 9表 ヨーロッパ諸国民の経済活動

国 人 ロ イ1り平ル人方当口マた 都住市民の
住業民者中の部の従分

住当（フ民りラ一収ン人入） 住当（フ民りフ一一国/人債) 
工場 農業

イギリス 23,400,000 257 0.50 0.45 0.34 65.2 869 

フランス 32,000,000 207 0.33 0.36 0.44 30.9 145 

オランダ王国 6,188,000 339 0.29 26.3 635 

プロイセン王国 12,464,000 155 0.27 0.18 0.66 17.2 29.3 

オーストリア帝国 32,000,000 165 0.23 0.09 0.69 10.9 45.6 

ロシア帝国 56,500,000 37 0.12 0.06 0.79 6.6 12.4 

合衆国 11,800,000 7.5 12.1 34.8 

17) 同， 113頁。
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レーは次のようなコメントを与えた。工業は農

業よりも多くの国庫収入をもたらす。が，工業

がもたらす富は不安定であるために，工業国で

は多額の国債が存在する，と。

この他に，ケトレーは，ヨーロッパ諸国の牧

場面積，住民当たり家蓄頭数の表を与えている。

賃金，地価，家賃，生活必需品価格，郵便，貨

客輸送についての正確な統計は残念ながらない，

という。

(2) 自殺について，その手段，都市と田舎，

季節，年齢，一日の時間別の自殺数の検討を行っ

た。

＜犯罪傾向の発達〉（第三章）

ケトレーは，犯罪傾向を「人間が同じ事情の

下におかれたとして，犯罪を犯そうとする確

率」18) と定義し，教育，職業，気候，季節，性，

年齢がこの傾向に及ぽす影響を研究しようとい

う。

ところで，我々は犯された総ての犯罪のなか

で，知られかつ裁かれた犯罪の数しか把握でき

ない。従って，観察に基づく研究が意味を持ち

得るには，犯罪総数と知られかつ裁かれた犯罪

数との割合が一定であると前提する必要がある。

ところで，フランス国民のうち毎年

7000------7300人が刑事裁判所に連行され，そのう

ち100------150人が死刑， 280人が無期懲役， 1050人

が有期の懲役に処せられる。このことは，国庫

予算のように前以て決定されていたかの如く起

こる。そして国庫予算で脱税率を一定と考える

ことができるように，司法の網の目から逃れる

者の率も同様に一定と想定できる，という。

教育程度，職業，地域別の犯罪数を検討する

にあたって，ケトレーは，犯罪の種類を人身犯

18) 同， 148頁。
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と財産犯とに大別する。

被告人の知的状態を知る指標として，読み書

きができるか否かを用いている。そして，フラ

ンスの地方別に被告人の文盲率を計算し，色の

濃淡によって諸地方の知的状態を示す地図，す

なわち統計地図を作成した。なお，地方の教育

状態を測定する尺度として就学児童数をとる方

法があるけれども，教育内容および効果を考慮

すれば文盲率の方が好ましいという。

この統計地図に基づいてケトレーは次のよう

にいう。被告人の教育水準が最も高いのはライ

ン河とベルギーとに接する地方であり，最も低

いのはフィニステール県からヴァール県までフ

ランスを斜めに横切る地帯である，と。

者の人口にたいする比率をフランスの諸県につ

いて計算し，色の濃淡による統計地図で示した。

また，この国の平均を基準にして諸県を，①人

れか一つが平均以下の県，③両者とも平均以下

の県の三つに分頷した。なおこのような比較を

行う場合，人口推定における誤差，地方による

有罪率の相違に十分注意しなければならない，

という。

こうしてケトレーは次のことを確認した。す

なわち最も犯罪が多いのはローヌ，ライン，セー

ヌ河流域の諸県であり，最も犯罪が少ないのは

大西洋沿岸の諸県である，また地中海沿岸の諸

県では人身犯が多く，フランス北部の地方では

財産犯が多いということ，である。

二種の統計地図を比較して，通説に反し文盲

率が低い所で犯罪率が必ずしも低いわけではな

いことを指摘する。そして，学校教育は犯罪の

手段を提供することさえあるのであって，教育

の内容すなわち徳育こそが問題である，という。
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また貧困についても，貧乏な県で必ずしも犯罪

が多いわけではなく，逆に豊かな工業地帯にお

いて犯罪が多いことから，犯罪を生むのは極度

の貧富の差および生活の不安定である，とする。

なお，国別の比較は法律も異なり，犯罪の分

類も異なるため不可能だという。

犯罪数を検討し，特に月別の人身犯数の動きが

月別の精神異常者数の動きと著しく一致してい

ること，および夏に人身犯が多く冬に財産犯が

多いこと，を指摘している。

同じくフランスの資料により，被告人の割合

が男子100につき女子23であることを示す。とこ

ろで，犯罪を犯す条件として，①犯罪の意思（徳

性），②犯罪の機会，③犯行の容易さの三つを挙

げ，女子は三条件のいずれからしても男子より

犯罪を犯し難い，という。そして，ケトレーは，

嬰児殺，毒殺，屋内窃盗等犯罪の種類別に男女

の相違を検討し，それぞれの相違の理由をこの

三条件で説明している。

ケトレーは，犯罪傾向を助長もしくは阻止す

るのに関わりある総ての原因のうち最も有力な

のは年齢である，とする。但し年齢が犯罪傾向

に直接影響を及ぼすというのではなく，上の三

条件が年齢によって変化するというのである。

彼によれば，人間の体力と感情は年齢とともに

発達するが，ある年齢で最大限に達し，それを

過ぎると年齢とともに衰退する。それに対して，

理性は体力と感情が最大限を過ぎても発達を続

けるという。それ故，腕力，感情，理性の三要

素だけを考察して，先験的に年齢別犯罪傾向の

程度を示すことができる。しかしながら，これ

らの三要素は未だ量定されていないから経験的

方法によって犯罪傾向の程度を探究するのだと

いう。こうして，ケトレーはデータに基づいて

犯罪傾向を年齢の関数として示した。

なお，ケトレーは窃盗，傷害，嬰児殺など犯

罪の種類別に年齢階級毎の犯罪傾向を計算し，

それぞれの犯罪がどの年代で最も多く犯される

かを考察している。

6
 

「第四編 平均人と社会体系との特質につい

て。この研究の今後の進歩について」

〈平均人の特質〉

「緒論」でケトレーは，平均人は社会におい

て重心が物体において占めるような地位を占め

ると述べたが，ここでは平均人の量定の，科学

や芸術の領域における有用性を説く。

ケトレーによれば，美術および文学において

人々の感動を呼び起こす作品を作るためには自

分が表現したいと思う人間を知らなければなら

ない。例えば，ギリシャ的な外貌の典型だけを

研究した美術家がその典型を近代的主題の中に

表現したとすれば，見る人をしてその技巧と構

成について感心させることはあっても感動をも

たらすことはないであろう。ところが，ルーベ

ンス Rubensが古代神話の神々を描くとき，彼

の描く像は決して古代人の典型ではなく，現代

人の典型に依拠している。それだからこそ，彼

の絵画は近代人の琴線に触れることができると

いうのである。

ケトレーは，平均人が諸国民，諸時代におけ

る人間の典型を表すとする。従って平均人の量

定は，美術家や文学者に彼らがすでに漠然と

知っていることをより正確に知らせることにな

る。美術家にとって，このような知識を得るこ

とは遠近法を学ぶようなものであって，事実彼

らは，ラファーター LavaterやガルGallによ
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る人体プロポーションの研究を熱心に受け入れ

たという。従って，平均人の諸能力の発達およ

びその発達に影響しうる総てのものを研究すれ

ば，美術家や文学者はそれらの成果の中から，

画家がその技巧に関係のある原則を光学から借

りてくるように，自分の研究課題に適したもの

を選び出すだろう，というのである。

医学においては平均人の考察が極めて重要で

ある，とする。すなわち，医学では平均値を中

心とする一定の範囲を正常な状態と考える， と

いうのである。医師は，例えば患者の脈拍や呼

吸を平均人のそれと比較することにより，この

患者が危険な状態にあるか否かを判断すると，

いう。

確かに，大数に関する一般法則を個人に適用

することは誤りで，各人が自己の健康状態につ

いて変動の限界を知っておくことが望ましい。

が，大低の場合そういうことは望むべくもない

から，医師は平均人と患者とを比較する他ない，

というのである。

ケトレーは，ある時代の平均人発達の法則と

歴史的な人類発達の法則とを混同してはならな

いとし，人類発達の標準となるのは発達した人

間すなわち成人の最大限だという。

肉体の面で人類は殆ど進歩していないように

思われるが，知能について人類の進歩は否定で

きないとし，このことは科学史をたどれば明ら

かだという。ケトレーによれば科学史は人間の

知能の幼年期から成年期までの歩みと殆ど同じ

推移を示す。①始めは，常軌を逸した事象を見

て驚き，それを超自然物の気紛れとみる。②や

がて，事物を別々に観察し，比較し，それから

結果を推論するようになる。③さらに，実験に

よって現象を意のままに再現することを学ぶ。

④遂には，諸原因の性質を研究し，それらの強

第 53巻第4• 5号

度を評価し将来の効果を知ろうとするに至る，

というのである。こうして，科学は人類が相対

的完全へ達する手段を提供したとする。

道徳に関して，ケトレーは，アリストテレス

からパスカルに至る次のようないわば中庸の思

想を自らの立場とする。すなわち道徳的性質は，

極端にはしらず一定の限界内にとどまる時は徳

となり，この限界を超えれば悪となるというの

である。こうしてケトレーは，平均的なものす

なわち善と考えるに至った。また，大部分の道

徳的性質の限界は時間的にも国民によっても変

化しないとし，従って大部分の道徳性に関して

人類は進歩することができない，という。

以上の考察から，平均人の性質を総て備えた

人間は，偉大なるもの，美なるもの，善なるも

のを代表するであろう，と結論する。但し，ヶ

トレーが平均人を偉大なものの典型とするのは，

大衆の精神を深く洞察し，彼らの感情・感覚・

要求を分かち持つという意味においてである。

そうであることによって偉人は，大衆の理解と

支持を得，彼らを動かすことができるというの

である。

また，科学に関してのみ人類は進歩すること

ができるのであるから，科学の発達が人類の発

達の標準となるだろう，とする。そして，偉人

は特定の分野においてその時代に人類が到達し

た発達の程度を代表するから，全歴史は偉人に

よって代表される，という。

く人間の発達の法則に関する我々の知識の今

後の発達について〉

ケトレーは，当時の統計的研究の最大の欠点

は収集したあらゆる数を同一線上に無差別に示

し，その重要さを考慮することなく結論を引き

出そうとしたことだ，という。従って，統計的

研究の発達のためには，なによりもまず多数の
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正確な観察が必要だという。そして，観察の正

確さ，すなわち資料の価値を評価する方法とし

て確率誤差を勧める。確率誤差とは平均値を中

心に観察値の半数が含まれる範囲のことであり，

四分位偏差と考えて差し支えない。なお本書で

ケトレーは，観察の正確性の検討についてはこ

れ以上の展開を行っていない。

最後にケトレーは，緒論で述べた「社会に影

響する諸原因を直接認識し，その程度を測定さ

えする手段を提供する」という課題に真正面か

ら取り組む。

ケトレーは，ある結果がいくつかの原因に基

づいていることを知るだけでは不十分で，各々

の原因がその結果に及ぼした影響の程度を示す

ことが重要である， とする。これらの原因は結

果に変化をもたらすものであるからこれらを可

変的原因と呼び，可変的原因の影響の程度が大

きければそれだけ結果の変化は大きいであろう，

という。そして，この変化は一定の限界内にお

ける変動として現れるとし，この変動の幅を測

定することによって原因の影響の程度を測定す

ることが可能だとするのである。

このことをケトレーは，有罪率を例にとって

説明する。彼によれば，毎年の結果が完全に同

ーというわけではないのは，観察の誤りかある

いは，局地的原因，人間自身の道徳的原因が作

用しているからである。そこで，これらの原因

を個々に分離して研究することが問題となる。

いま，地方あるいは月別に変動が見出される

とすれば，一国全体あるいは一年全体を観察す

ることにより地方あるいは季節の影響は除去さ

れる。こういう操作を行うことにより，大数と

いう条件をできるだけ損なうことなく個々の原

因の分離が可能であるという。

ケトレーは，フランスの資料により次のよう

第10表有罪率の推移

年 被告人 有罪 有罪率

1825 7,234 4,594 0.635 

1826 6,988 4,348 0.622 

1827 6,929 4,236 0.610 

1828 7,396 4,551 0.615 

1829 7,373 4,475 0.605 

1830 6,962 4,130 0.593 

平均 7,147 4,389 0. 6137 

第11表 被告人の状態別有罪率と影響度

被告人の状態 有罪率 影響度

高等教育を受けたこと 0.400 0.348 

判欠席を仰裁判に異議を申し立て正式裁 0.476 0.224 
いだこと

人身犯で告訴されること 0.477 0.223 

よく読み書きができること 0.543 0.115 

女子であること 0.576 0.062 

30歳以上であること 0.586 0.045 

不完全ながら読み書きのできること 0.600 0.023 

何の指示もないもの 0.614 0.000 

男子であること 0.622 0.013 

全く読み書きができないこと 0.627 0.022 

30歳未満であること 0.630 0.026 

財産犯で告訴されたこと 0.655 0.067 

欠席裁判を受けること 0.960 0.563 

な表を作成した（第10表）。

この表で平均値0.6137を恒常的原因の結果だ

とし，被告人の一般的な有罪率だという。なお

被告人の有罪率は犯罪の性質，年齢，性，教育

程度によって異なるとし，それぞれについて有

罪率を計算している（第11表）。

第11表で，人身犯，財産犯の有罪率がそれぞ

れ0.477と， 0.655と異なることが分かる。こう

して，被告人の状態が有罪率に影響を及ぽす原

因であることは明らかだとする。

次に影響度を測定するためにケトレーは平均

からの偏差をとる。例えば，高等教育を受けた

被告人の有罪率は0.400であり，平均からの偏差

は0.614-0.400=0.214である。同様にして，女

子の被告の有罪率はo.576,平均からの偏差は
0.038である。ここで，測定値の単位や平均値の
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第12表 被告人の状態別有罪率の推移

年 人身犯 財産犯 男子

1825 0.46 0.66 

1826 0.51 0.67 0.63 

1827 0.50 0.65 0.62 

1828 0.47 0.66 0.63 

1829 0.46 0.65 0.62 

1830 0.46 0.64 0.61 

平均 0.477 0.655 0.622 

年 読み書き不能 読めるが書けない

1828 0.63 0.62 

1829 0.63 0.60 

1930 0.62 0.58 

平均 0.627 0.60 

大きさと関係なく比較が可能なように，ケト

レーはこれらの偏差を平均値で割り，原因の重

要度あるいは影響度と呼ぶ。例えば，高等教育

を受けたこと，女子であることの重要度は，そ

れぞれ214/614= 0. 348と38/614= 0. 062となる。

すべての状態についての計算結果は，第11表最

右欄の通りである。

なお，比較可能にするために偏差を平均値で

割る方法は，変動係数（標準偏差＋平均値）を

求めるなど今日でも一般的に用いられている。

さらにケトレーは原因の影響度の年々の安定

性の検討に進む。犯罪一般について見ると第10

表のように年々変動しており，最大値は1825年

の0.635,最小値は1830年の0.593である。平均

値からの偏差は，それぞれ0.635-0.614=0.

021, 0.614-0.593=0.021であり，重要度はい

ずれも21/614=0.034になる。ケトレーは，同様

にして「可変的原因」別に年々の安定性を検討

している（第12表）。

ケトレーは第12表により，被告人の状態別に

細分しても有罪率の年々の安定性が損なわれな

いことを指摘する。

女子 30歳未満 30歳以上 欠席裁判 正式裁判

0.60 0.64 0.60 0.93 0.49 

0.60 0.64 0.58 0.97 0.45 

0.57 0.64 0.58 0.97 0.46 

0.57 0.62 0.59 0.97 0.50 

0.54 0.61 0.58 0.96 0.48 

0.576 0.63 0.586 0.96 0.476 

読み書き可能 高等教育受けた

0.56 0.35 

0.55 0.48 

0.52 0.37 

0.543 0.40 

大小を検討すべく，それぞれの状態別に平均か

らの最大偏差を求め平均値で割ることによって，

年々の変動の重要性を求めた（第13表）。

ところで，これまで観察数は，十分大である

という仮定のもとに検討を進めてきたが，いま

や観察数を考慮に入れると，高等教育を受けた

被告人の処罰に関する偏差が異常に大きいのは

観察数が少ないためだとし，被告人の状態によ

り時間的変化に相違があるか否かの判断は保留．

している。そして，被告人の状態を区別しない

最も多数の観察に墓づく計算結果が平均値の上

下いずれの方向にも0.034であることから，ケト

レーは有罪率が時間とともに減少したと判断す

るのである。なお，このように有罪率が減少し

た原因として1827年の陪審員に関する法律の改

正および1830年の革命を挙げている。

被告人の状態別に有罪率の時間的変化の有無，

ケトレーはこの他に，ベルギーおよびフラン

ズの資料に基づき，身長，出生，死亡，結婚，

国庫収入，国庫支出，小麦価格，裸麦価格につ

いて同じ方法で年々および月別の最大変動を検

討し，どの項目についても年よりも季節の影響

の方が大きく，また年および季節の影響は都市

よりも田舎において大きいことを指摘している。
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第13表 被告人の状態別時間的変化の程度

被告人の状態
平均からの最大偏差の重要度

平均より上方 I 平均より下方

被告人が高等教育を受けたこと

欠席裁判に異議を申したて正式裁判を仰いだこと

生命身体犯で告訴されたこと

よく読み書きができること

女子であること

30歳以上であるこ と

不完全ながら読み書きできること

何の指示とないもの

男子である こと

全 く読み書きができないこと

30歳未満であること

財産犯で告訴されたこと

欠席裁判を受けること

0.200 

0.050 

0.069 

0.031 

0.042 

0.024 

0.033 

0.034 

0.013 

0.005 

0.016 

0.039 

0.010 

0.125 

0.056 

0.035 

0.042 

0.062 

0.027 

0.033 

0.034 

0.019 

0.011 

0.032 

0.018 

0.031 

7
 

以上，ケトレーの「人間について』を概観し

たが，第一に指摘すべきは，彼が人間に関して

「観察と計算に基礎をおく方法」を適用できる

側面は殆どすべて研究対象としたことである。

従って，科学が専門分化を遂げた今日からすれ

ば，ケトレーは，デモグラフィー，医学，公衆

衛生学，自然人類学，発達心理学，実験心理学，

犯罪社会学，経済学など実に多くの研究領域に

関与したことになる。従って，ケトレーが関わっ

たそれぞれの科学の立場から彼の研究業績を評

価することが可能だし，その必要がある。が，

本稿ではそこまで立ち入ることはしない。

ケトレーは，それぞれの領域で研究成果をあ

げるとともに，それぞれの研究対象に密着した

かたちで統計的研究の手法の考案や改良を行っ

た。例えば，男女別乳児月齢表示の生命表の作

成，単純な月別平均法による季節指数の計算，

成長曲線のあてはめ，統計地図の作成など，今

日用いられている手法を様々の完成度において

示しているのである。

今日，いわゆる統計的方法は，以上に挙げた

領域に限らず生物学や工学，さらに生産の現場

において広く利用されている。さて，このよう

な様々の分野における種々の統計的方法を研究

するものを「現代統計学」と呼ぶことにすれば，

その源流はケトレーの『人間について』に見出

される。

ケトレーは，その「緒論」において『人間に

ついて』は彼自身のそれまでの研究の要約であ

ると述べている。が，さらに彼は人間について

様々の研究者によってなされた統計的研究を網

羅的に検討し，それらの結論を支持あるいは批

判すべく新規のデータをつけ加え，また統計的

方法の工夫改良を行っている。従って，『人間に

ついて』は彼自身の研究の要約にとどまらずそ

れまでの研究の集大成であり，そこで用いられ

ている統計的方法は当時の到達点を示している，

とすることができよう。

本稿の始めに，『人間について』に関してこれ

まである程度詳細に論じられたのは，①犯罪統

計における観則性の発見とその解釈，②大数観

察法および③平均人の三点についてであったこ

と，およびこれらの論点がすべて「緒論」と「第
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四編」とに含まれていることを，指摘した。以

下，この論点に沿って考察を進める。

ケトレーは第三編でも，犯罪数が年々ほぽ同

数であることを示し，この規則性を「犯罪予算」

にたとえて説明している。従来は，年々犯罪数

がほぼ同数であるというこの規則性をもって，

ケトレーが考えた「法則」の総てであるかのよ

うに論じられてきた。しかし，「緒論」で「人間

はある法則に従って出生，発育，死亡するもの

である」と述べているように，彼が第一編以降

で統計的研究によって発見しようとした法則は

このような「成長法則」であったとするほうが

ケトレーの意に沿った理解であろう。事実，第

三編で彼が試みたことは，人は何歳頃から犯罪

を犯すようになり，何歳で最も犯罪を犯し易い

かを，犯罪の種類別に見出すことであった。そ

のために，ケトレーは人口に対する犯罪数の比

率（犯罪率）を計算し，この犯罪率を各年齢集

団について比較検討したのである。そして犯罪

率を，平均人という仮想の人間が犯罪を犯す確

率だとし，この仮想の人間が具有する犯罪傾向

の発現だと考えた。従って，年齢別の犯罪率を

平均人における犯罪傾向の成長法則を表すもの

とし，犯罪傾向を年齢の関数として示した。そ

れ故に，ケトレーはこの法則が集団にしか適用

できないことをことわっている。すなわち，関

数によって表された犯罪傾向は，ある年齢集団

における犯罪の発生比率以外の意味は持ち得な

いというのである。

ケトレーが考えた法則がどのようなもので

あったかは，計量可能な肉体的性質が取り扱わ

れるとき一層明らかになる。ケトレーは年齢別

に平均身長を計算し，これを平均人における身

長の成長法則を表すものと考えた。そして，身

長を年齢の関数として表したのである。従って，

第 53巻第4• 5号

この数式は各年齢の平均身長に関するものであ

り，個人は平均を中心にしてその周囲を変動し

ているという。この意味で平均人は，「物体にお

ける重心と同様の地位を社会においてしめ

る」9) とされるのである。

ケトレーは，犯罪率や平均身長が国や時代に

よって異なることを認める。例えば，年々犯罪

数がほぽ同一であるのは，法律や警察の活動な

どが不変だからである。従って，犯罪数を変え

る「可変的原因」を認識すれば，その知識を用

いて現状を改善することが可能だとするのであ

る。沼沢を無くすることによって伝染病の流行

を予防できたとか，刑務所の管理を改善するこ

とによって囚人の死亡率を低く抑えることがで

きた， という例によって端的に示されるような，

原因の認識とその応用による現状改善が，「法

則」の発見と並んでケトレーの統計的研究の主

題をなしている。

大数観察法についてケトレーは，「緒論」で円

形や虹の観察とのアナロジーによってその意義

を説明したのであるが，第一編以降では大数観

察という条件は満たされたものとして考察を進

めた。ところでケトレーは，数字資料を用いる

さいその正確さに注意を払わねばならないこと

を繰り返し指摘している。そして，「総て他の事

情が同一ならば，結果の正確さは観察数の平方

根に比例して増加する」と 19)いうように，ケト

レーにあって大数観察は，資料の正確さを規定

する特別の要件をなしている。こうしてケト

レーは，女子の成長表で観察値と計算値との不

一致が大きいことの理由の一つを観察数が十分

でないことだとした。第一編以降では，観察数

を含めて資料の正確さに問題が残ることを絶え

19) 同， 267,....,_,268頁。
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ず念頭におきながら統計的研究を行った。そう

だからこそ，ケトレーは資料の正確さについて

繰り返し注意を促したのである。

このように第一編から第三編までは，資料の

正確性は確保されたものと仮定して，①統計的

研究により人間の成長法則を発見し，それを数

式によって記述しようとした。従って，ここで

ケトレーが目指したのは，人間の成長を主題と

する回帰分析であったと言えよう。②またそこ

では，季節指数を計算したりローレンツ曲線に

近似した方法を用いて，平均値を変える可変的

原因を見出そうとした。

そして第四編においては，可変的原因を認識

しその影響の程度を測定する方法の問題に取り

組んだ。すなわち，被告人の状態によって有罪

率がどのように異なるかを例にとり，それを測

定する方法を示した。そしてこれをもって統計

的研究法の今後進むべき方向だとしている。例

えば人身犯の有罪率と平均有罪率との差すなわ

ち平均からの偏差をとり，これを平均値で割っ

たものを人身犯という原因の影響度だとした。

このようにして，被告人の様々の状態の有罪率

に対する影響度を計算し，比較することができ

る，というのである。

この比較の場合，勿論ケトレーは被告人の状

態別の観察数が十分大であることを前提してい

る。しかも，この大数という条件確保のために

はデータをいたずらに細分せずに，例えば季節

の影響をみる必要がない場合には一年分統合し

た数字を用いればよい， という。

観察数の問題を含めて資料の正確性という条

件が満たされているものと仮定すれば，諸原因

の影響度を測定する手段の提供という所期の目

的は達式できた， とケトレーは考えている。ヶ

トレーは，科学史の最終段階において人間は諸

原因の性質を研究しそれらの強度を評価し将来

の効果を知ろうとするに至る， と言う。この言

葉には，自らの手によって人間を科学の最終段

階まで引き上げたとする彼の自負が込められて

いる，といえよう。

ケトレーが統計的研究の今後進むべき方向と

して示したものの論理構造は，原因と想定した

ものが実際に結果に影響を及ぽしたのか否かを

平均からの標準化した偏差の大小によって判断

しようとするものである。従って，彼が示した

方法は今日の仮説検定論と論理構造を共通にし

ているということができよう。仮説検定論は，

確率論と結びつくことによってより明確な判断

の基準を提供した。ところでケトレーは，偏差

が大きい場合でも観察数が十分でないと考えら

れるときには，それを可変的原因の結果だと判

断することを留保している。とすれば，ケトレー

の示した道は，確率論と結びつく可能性を持っ

ていたと言えなくもない。「統計的認識」が「規

則性の発見」から「仮説検定」へと発展を遂げ

たとするなら20)，ケトレーはすでに「規則性の発

見」から一歩踏み出していたということができ

よう。

第四編でケトレーは，資料の正確さを測定す

る方法として確率誤差があることを指摘するに

とどめ，それ以上の展開はしていない。資料の

正確さの判定および正確さの確保の間題につい

て彼は， 11年後の『確率理論についての書簡』

において確率論の展開および官庁統計論として

一応の解答を与えることになる21)。

20) 北川敏男『統計学の認識』， 1948, 白揚社。

21) 拙稿「ケトレにおける比較可能の思想と統計論」

鹿児島大学経済学論集第8号， 1972。拙稿「ケトレー

における統計学と確率論」鹿児島大学経済学論集第

11号， 1974。拙稿「国情論史におけるリューダーと

ケトレー」鹿児島大学経済学論集第22号， 1984。
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平均人については従来，あらゆる平均的属性

を備えた人間の荒唐無稽さが嘲笑された。確か

に，ケトレーは平均人を物体における重心にた

とえ，また善，美，偉大さの典型と述べた。と

ころで，ケトレーのいう法則とは，例えばある

国民の平均身長の成長法則の如きものであるこ

とが分かった。そうとすれば，人間の身長の発

達を平均についてたどることと物体の運動を重

心のそれとしてたどることとの類比にそう不自

然さは感じられないであろう。また，犯罪など

の計数集団についてケトレーは，人口に対する

その比率を平均人という仮想の人間が犯罪を犯

す確率すなわち平均人の犯罪傾向に擬制し，平

均人の成長法則を考えた。何れの場合にも，こ

の法則は集団にしか適用できないことをケト

レーは明示しているのであるから，この限りに

おいて非難の余地はないであろう。

なお計量集団については，ケトレーはこの法

則の個人への適用を考える。例えば，医学にお

いて肉体的諸属性の性・年齢別平均値は，正常

値の目安となるというのである。また，法医学

における身長等の肉体的特徴による個人の性，

年齢の推定について説くところも同様である。
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これらの場合ケトレーは，平均値の周囲での変

動の範囲も判断の重要な目安としている。

また美の典型といっても，ケトレーが具体的

に説くところによれば，美を感じさせるものの

目安として平均的なものを掲げているにすぎな

い。善の典型についても，同様に極端を排し中

庸を進めるというにすぎない。ケトレーのいう

「重心」，「典型」といった言葉は，あくまでも

理解を容易にし印象を強めるためのレトリック

の枠内において解釈すべきであろう。

なお「法則」についてケトレーは，人間個体

の成長法則を考えるとともに，人類全体が何処

へ向うのかという問題を考えていた。人口法則

はその一例であろう。だが，人口を除けばこの

問題の解明には今後の研究を待たねばならない

として，まず成人のみが研究対象になるであろ

うこと，肉体的属性，道徳的属性に進歩はみら

れず，恐らく知的属性のみが発達を遂げるであ

ろうこと，その際平均よりはその周囲の変動の

範囲，特に上限が問題となるであろうといった

展望を述べた。そして，その後の研究成果は『社

会体系論』として結実することになる22)。

22) 拙稿「ケトレーの社会体系論」『統計学』第26号，

1974。




